
2022年 1１月 2２日  
いばらき観光キャンペーン推進協議会  

（事務局：茨城県営業戦略部観光物産課）  
 
 

 

１．名称 

「コタツで星空観賞会」 

 

２．開催日時 

令和４年１２月３日（土）１７：００～１８：３０ ※雨天中止 

 

３．場所 

竜神大吊橋（常陸太田市） 

 

４．実施主体（共催） 

（一社）常陸太田市観光物産協会／いばらき観光キャンペーン推進協議会 

 

５．協力 

㈱水府振興公社 

 

６．内容 

① 星空観賞会 

♦星座早見板を使用し、解説員による生解説 

 ② 食事 

   常陸秋そば（けんちんそば） 

   地元食材を使用したおつまみプレート 

   地酒（そば焼酎をそば湯で割っていただきます）※ソフトドリンク有り 

 

７．料金 

  ３，５００円／人（税込）※当日現地にて現金でお支払いただきます 

茨城プレDC特別企画  

日本最大級の吊橋で『コタツで星空観賞会』を開催します！  

プレスリリース（vol.9） 

 茨城プレＤＣ特別企画として、普段は入ることのできない、夜の竜神大吊橋を舞
台に「コタツで星空観賞会」を実施します。 

日本最大級の吊橋でコタツに入って暖をとりながら、満天の星空を鑑賞する一夜
限りのナイトプランをお楽しみいただけます。 
名物料理やおつまみプレート、地酒を提供し、非日常空間で贅沢な時間をお過ご

しいただく企画になりますので、貴社媒体でのご紹介・ご案内をお願いいたしま
す。 

 
 

▶ 茨城プレデスティネーションキャンペーン ◀ 



８．募集 

 ①募集期間 

  令和４年１１月２１日（月）～１１月３０日（水）（８：３０～１７：１５）まで 

  ※土日祝日は除く 

 ②募集人員 

  先着２０名（コタツ１卓４名のため相席となる場合があります） 

 ③申込方法 

  電話予約 

 ④申込先 

  （一社）常陸太田市観光物産協会／０２９４－７２－８１９４ 

 

９．その他 

 ①送迎バス（別紙参照） 

  水戸駅南口（15：10）⇒常陸太田駅（16：10）⇒ 竜神大吊橋（16：55） 

  竜神大吊橋（19：00）⇒常陸太田駅（19：55）⇒上菅谷駅（20：40）⇒水戸駅南口（21：10） 

 ②服装 

  屋外になりますので、防寒対策をしてご参加ください。 

 ③イベント情報「Slackline Research ハイライン Jam!」開催（参考資料参照） 

  １２月３日、４日に竜神峡にて「Slackline Research ハイライン Jam!」が開催され

ます。全国からトッププレイヤーが集まり、竜神大吊橋 

と並行に貼られた３５０ｍのラインで日本記録に挑戦 

します。また、竜神カフェでも４本のラインを貼り、 

ハイライナーたちが空中散歩を行うほか、様々なアク 

ティビティがございますので、併せてご紹介・ご案内 

をお願いいたします。 

 ④取材のお申込等について 

当日、報道機関の皆さまに、送迎バス・お食事（無料）を 

ご用意する都合上、取材をご希望の際は、お手数ですが、 

11 月 30 日（水）12 時までに、別紙「取材申込書」を 

以下（観光物産課ＤＣ推進室）あてＥメール又はFAXにて 

ご提出願います。 

 ⑤関連ＨＰ 

【茨城ＤＣポータルサイト】 

 https://dc-ibaraki.jp/news/predc_kotatsu/ 

  【常陸太田市観光物産協会】 

  https://kanko-hitachiota.com/page/page00613.html 

    【Slackline Research ハイライン Jam!特設サイト】 

 https://www.slackline-research.com/slacklineresearchfestival/srjam-22/ 

 
【 本資料に関するお問い合わせ先 】 

いばらき観光キャンペーン推進協議会事務局  
（茨城県営業戦略部観光物産課内）担当：小林 

℡ ０２９－３０１－３６０５（直通）  

〔プレＤＣ〕 2022（令和 4）年 10～12月 
〔 Ｄ Ｃ 〕 2023（令和 5）年 10～12月 
〔アフターＤＣ〕 2024（令和 6）年 10～12月 

◎特設サイトURL：https://dc-ibaraki.jp/ 

茨城デスティネーションキャンペーン 
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